
第 3回東北シミュレーション医学教育研究会を開催しました！ 

 

5月17日（土）、福島県立医科大学にて 「第3回東北シミュレーション医学教育研究会」（世話人：医療人育成・
支援センター 医学教育副部門長 石川和信）を開催いたしました。東北各地からたくさんの方々にご参集いただき、シミュ
レーション医学教育について活発な意見交換がなされました。 
一般演題では、各施設で実践されているシミュレーション教育プログラムや教育研究成果ついて7題の発表があり、ランチョ

ンセミナーでは、東京ベイ・浦安市川医療センターの志賀 隆 先生から Sim Man® 3Gを使ったセミハンズオン形式でのご講
演をいただきました。午後のシンポジウムでは、「シミュレータ・モデルを活用した診療能力の評価」について、4 名の先生方から
実践例を挙げたご講演をいただき、シミュレータを活用してどのように学習アウトカムを評価していくかについて参加者と共に考
えました。 
 参加者の皆さま、ご支援いただきました皆さま、ありがとうございました。 次回は 11月に秋田市にて開催される予定です。 

一般演題発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ランチョンセミナー                        シンポジウム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北シミュレーション医学教育研究会ホームページ  http://www.csl.med.tohoku.ac.jp/index_TWSE.htm 



第 3 回東北シミュレーション医学教育研究会 

プ ロ グ ラ ム 
 

平成 26 年 5 月 17 日(土)  福島県立医科大学 6 号館 
 

9:30 開会のあいさつ 

 福島県立医科大学 医療人育成・支援センター 石川 和信 

9:35～11:20 一般演題 ＜２Ｆ 第３講義室＞ 

 座長：東北大学大学院 総合地域医療研修センター 加賀谷 豊 

 １．模擬患者は医学生へのフィードバックをどう感じているか？ 

 福島県立医科大学 医療人育成・支援センター 本谷 亮 

 ２．シナリオベース・シミュレーション教育の普及に向けた活動の試み 

 東北大学病院 卒後研修センター 門馬 靖武 

 ３．WHO手術安全チェックリスト導入におけるシミュレーショントレーニング 

 福島県立医科大学附属病院 医療安全管理部 杉田 ゆかり 

 ４．シミュレーション教育ファシリテーター育成の取り組み  部署への支援と人材育成 

 秋田大学医学部附属病院 看護部 大森 美香 

 座長：秋田大学大学院 医学教育学講座 長谷川 仁志 

 ５．看護師対象の継続研修会における教育学的観点から行った講義方法の考察 

 東北大学病院 卒後研修センター 千葉 宏毅 

 ６．急性腹症 case study を通したシミュレーション教育の実践 

 福島県立医科大学 臓器再生外科学講座 多田 武志 

 ７．ブタ皮膚の遠隔移送による皮膚縫合シミュレーション実習（第 2報） 

 福島県立医科大学 会津医療センター 斎藤 拓朗 

11:30～12:30 ランチョンセミナー ＜２Ｆ 第４講義室＞ 

『救急蘇生シミュレーション教育の実践と課題 -気道管理を中心に-』                         

東京ベイ・浦安市川医療センター 救急科 志賀 隆 

12:30～13:00  機器展示 ＜１Ｆ 第２講義室＞ 

13:00～14:30 シンポジウム  ＜２Ｆ 第３講義室＞ 

『シミュレータ・モデルを活用した診療能力の評価』 

 司会：福島県立医科大学 医療人育成・支援センター 石川 和信 

 １．『初年次からの臨床症状・身体異常所見を表現するトレーニング』＋『シムマン３G』 

＋『エコーシミュレーター』を統合した学年横断的な教育展開とアドバンス OSCE・ 

trans professional education への応用 

 秋田大学大学院 医学教育学講座 長谷川 仁志 

 ２．教材としての「シミュレータ」を活かすために— 教授設計を見直すことから始める — 

        青森県立保健大学大学院 成人看護学分野 織井 優貴子 

 ３．診療能力の評価の現状から学習者の行動変容を支えるための方法を学ぶ 

        東北大学病院 卒後研修センター 門馬 靖武  

 ４．シミュレーション教育評価を臨床能力向上に結びつけるには？ 

        福島県立医科大学 医療人育成・支援センター 石川 和信  

14:30 閉会のあいさつ 

 医療法人 岩切病院 金塚 完 


